
静岡県作業療法士会 学術部認知症班 

会員に向けた認知症に関するアンケート調査結果報告 

 

＜背景＞ 

学術部認知症班では、県士会員が認知症に対する理解を深め、臨床で実践できるよう研修会を行ってきた。

今後は、学術部認知症班の役割として、我々作業療法士会会員が地域活動へ参画していけるよう、家族会との

連携や、個々のサポートにつながるコミュニケーションの場（カフェや情報交換会等）の提供を検討してい

る。今回、県士会員を対象に認知症に関する現状を調査する目的でアンケートを実施したため、その結果を報

告する。 

 

対 象：公益社団法人静岡県作業療法士会 

期 間：2022 年 2 月～3 月末日 

方 法：WEB アンケート 

回答数：130（回答率 100％） 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

１４．（１１で関わっている方、関わりたい方にお伺いします）関わる中で感じた課題等を教えてください 

・地域において OT の関りや認知度が低いとの意見が多く聞かれた。 

・家族会に参加しているが、現状で介護している方の参加が少なく、当事者が日々の介護に向き合える場がある

と良い。 

 

 

１５．（１１で関わりなしとお答えした方にお伺いします）「関りがない」ことについて、理由がありましたら教

えてください 

・業務の関係で難しいとの意見が多く聞かれた。また、関わりたいと思っているが情報が十分になかったり、関

わることに自信がないとの意見も目立った。 

 

 



１６．１７．１８ 

資格としては持っていない（95.9%）。 

 

 

 

 

 

アンケートのご協力ありがとうございました。 

多くのご意見を頂けましたので、今後の認知症班の活動に役立たせて頂きます。 


